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●委員会の活動 ……………７面
●請願・陳情、意見書  … ８面

 「平成２４年度立川市一般会計補正予算（第１号）」を含む市長提
出の３０議案を可決・承認

 「立川市自治憲章条例（仮称）の制定に関する陳情」など陳情
２件を採択。陳情６件を不採択、陳情１件を継続審査とする

 ２４名の議員が市政全般にわたり、一般質問を行う

 新しい委員会構成、組合議会議員決まる

　小川あきこ　　高口　靖彦　　福島　正美
　五十嵐けん　　永元須摩子　　田中　清勝
　清水　孝治

総　　務

常
任
委
員
会

委
員
会
等
の
新
し
い
構
成

　稲橋ゆみ子　　古屋　直彦　　岩元喜代子
　大石ふみお　　堀江　重宏　　太田　光久
　中島　光男

厚生産業

　須崎　八朗　　伊藤　幸秀　　梅田　春生
　上條　彰一　　大沢　　豊　　堀　　憲一
　佐藤　寿宏

環境建設

　伊藤　大輔　　山本みちよ　　安東　太郎
　木原　　宏　　中山ひと美　　浅川　修一
　守重　夏樹

文　　教

◎田中　清勝　○高口　靖彦　　古屋　直彦
　中山ひと美　　伊藤　幸秀　　梅田　春生
　五十嵐けん　　上條　彰一

立川まちづくり特
別
委
員
会

◎堀　　憲一　○清水　孝治　　稲橋ゆみ子
　小川あきこ　　伊藤　大輔　　古屋　直彦
　福島　正美　　浅川　修一

議会改革

　伊藤　大輔　　山本みちよ　　木原　　宏
　須崎　八朗　　堀江　重宏　　田中　清勝
　中島　光男

議会運営委員会

◎委員長　○副委員長（常任委員会及び議会運営委員会の委員長と副委員長は7月25日
に開催する委員会で決定します）

旧
庁
舎
施
設
名
は

「
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
」
に
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第２第２回回定例定例会会

　堀　　憲一東京たま広域
資源循環組合

組
合
議
会
議
員

　田中　清勝　　中島　光男立川・昭島・
国立聖苑組合

　太田　光久東京都後期高齢者医
療広域連合議会議員

平成
２４年度

　６月２８日の本会議で、立川
市農業委員会委員候補者を推
薦しました

立川市農業委員会委員候補者
　葛上條　彰一　氏

　　立川市栄町在住

議会人事
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を 開催しました

市政調査研究費の収支を報告します平成２３年度

　地方自治法の規定に基づいて立川市議会市
政調査研究費交付条例を定めており、議員の
調査研究のために必要な経費の一部として交
付されるものです。立川市議会ではすべての
支出に領収書の添付（１円から）を義務付け
ています。

市政調査研究費とは
煙政党本来の活動に属する経費…党費や党大会賛助金、党大会参加のための旅費等
煙交際に要する経費…せん別、病気見舞、年賀状（印刷代を含む）等
煙研修、広聴等に係る会議に伴う飲食代
煙レクリエーション等の経費
煙選挙活動に伴う経費
煙その他議員個人の私費的経費

市政調査研究費の使途として「認められないもの」

※交付額は月額２万円に会派の人数を乗じた金額です。
　公…公明党　民…民主・市民フォーラム　自…たちかわ自民党　共…日本共産党　み…みどり立川　市…市民の党　ネ…立川・生活者ネットワーク　安…安進会

安ネ市み共自民公
１１１１４６７７議員数（人）
２４０，０００２４０，０００２４０，０００２４０，０００９６０，０００１，４４０，０００１，６８０，０００１，６８０，０００交　付　額

０１，００００３１，００００４，８００４３，６００７，０００研究研修費

支　

出　

額

０００００２５０，５６０４６８，２９０１，１９９，３４０調 査 旅 費
００００００００委託調査費
００７，４４０８４，２６０００００資料作成費
０１４，０５５２８，５４７５３，７６８００１３，２１４６４，９５４資料購入費
００００００００広 聴 費
０１２０，０００６０，００００８４０，０００７０８，５９８６３６，９０００広 報 費
０００００１６２，７５００９３，３２５備品購入費
０００５４，４００００００人 件 費
０７０，２０６３５，９０４０９６，００４９３，４７０３５１，６７３６０，４８０通 信 費
０１９，８０３８９，７３４３２，８３１０２３３，１８２７７，１０９２５４，０２１その他の経費
０２２５，０６４２２１，６２５２５６，２５９９３６，００４１，４５３，３６０１，５９０，７８６１，６７９，１２０支 出 合 計

２４０，０００１４，９３６１８，３７５害２３，９９６害８９，２１４８８０返　還　額

単位（円）

ビラ配りをする議員 受付も議員がにこやかに 議長の挨拶

議会改革特別委員会委員長の説明 総務委員会委員長の報告 多くの方にご参加いただきました

４月２８日㈯に立川市議会初の議会報告会を女性総合センターで開催し、約８０名の方にご参加いただきました。
報告会では主に３月定例会の内容について報告がされた後、参加者との質疑応答が行われました。
参加していただいた皆様、本当にありがとうございました。
なお、当日のアンケート結果につきましては、市議会ホームページでご覧いただけます。
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職員意識の根本的改革を
根本を見直し研修を強化する

伊藤　大輔（民主・市民フォーラム）

使
途
不
明
金
、
委
託
会
社
の
契
約

違
反
、
連
続
し
て
起
き
た
亡
く
な

ら
れ
た
方
へ
の
郵
送
な
ど
行
政
と
し
て
あ
る

ま
じ
き
こ
と
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
再
発
防
止
に
全
力
を
尽
く
す
と
し
て
い

ま
す
が
、
市
の
全
職
員
が
本
気
で
過
ち
の
重

大
性
を
感
じ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
意

識
調
査
で
は
組
織
的
な
理
解
が
乏
し
い
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
莫
大
な
費
用
と
時
間
を

か
け
て
研
修
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
職
員
に

意
識
が
な
け
れ
ば
立
派
な
ル
ー
ル
が
あ
っ
て

も
問
題
の
根
本
は
解
決
さ
れ
ま
せ
ん
。

ご
遺
族
の
方
に
は
大
変
つ
ら
く
悲

し
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
、
誠

に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
心
よ
り
お
詫
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
行
政
経
営
課
の
誤
送
付
の

際
に
、
危
機
管
理
対
策
会
議
で
対
応
策
と
再

発
防
止
策
を
決
定
し
、
各
部
課
に
周
知
し
ま

し
た
が
、
健
康
推
進
課
で
再
発
し
て
し
ま
い
、

対
応
が
不
十
分
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
対
す
る
意
識

喚
起
を
さ
せ
、
積
極
的
に
考
え
る
内
容
の
研

修
を
行
い
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
基
本
の

再
確
認
と
職
員
の
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

問答

道路の愛称名にネーミングライツを
先進的な事例を研究したい

大石　ふみお（民主・市民フォーラム）

道
路
の
愛
称
名
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
道
路
の
命
名
権
、
い

わ
ゆ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
を
検
討

す
べ
き
で
す
。
磐
田
市
で
は
市
道
２
路
線
の

命
名
権
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
年

間　

万
円
と　

万
円
で
契
約
が
成
立
し
て
い

３０

４２

ま
す
。
道
路
の
愛
称
の
付
け
方
や
命
名
権
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
財
源

確
保
策
の
視
点
か
ら
多
く
の
自
治
体
で
検
討

を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
本
市
で
も

庁
内
に
勉
強
会
や
検
討
会
な
ど
を
設
置
し
て

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

道
路
に
愛
称
名
を
付
け
る
こ
と
は
、

地
域
住
民
や
関
係
す
る
自
治
会
な

ど
か
ら
愛
さ
れ
、
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
で
す
。
愛
称
名
は
地
域
住
民
な

ど
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
昭
和　

年
度
か
ら

５４

広
報
で
募
集
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
に　

路
線

５６

に
愛
称
名
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
す
ぐ
に
導
入

す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。た
だ
、先
進

的
な
事
例
が
あ
る
の
で
、
今
後
、
他
の
自
治

体
の
動
向
等
も
含
め
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問答

立川駅南口駅前の店舗の移転は
現在、協議中

中島　光男（公明党）

立
川
駅
南
口
駅
前
の
店
舗
に
つ
い

て
は
、
建
物
所
有
者
と
占
有
者
と

の
間
で
諸
条
件
の
合
意
に
達
せ
ず
、
今
日
ま

で
長
年
に
わ
た
り
交
通
事
故
の
危
険
が
伴
う

変
則
的
な
道
路
形
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
既

に
解
決
し
た
と
の
話
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
店
舗
の
移
転
問
題
は
、
現
在
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も

し
も
話
が
ま
と
ま
り
、
占
有
者
が
新
店
舗
に

移
転
し
た
ら
、
年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
時
間

を
置
か
ず
に
道
路
の
整
備
や
喫
煙
場
所
の
移

動
を
早
急
に
行
う
べ
き
で
す
。

駅
前
店
舗
の
所
有
者
と
占
有
者
の

間
で
、
詳
細
な
協
議
を
行
っ
て
い

る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
市
と
し
て

は
占
有
者
の
立
ち
退
き
時
期
や
、
建
物
の
移

転
時
期
な
ど
の
協
議
状
況
を
見
な
が
ら
、
直

接
移
転
適
用
要
綱
に
基
づ
く
手
続
き
や
具
体

的
な
補
償
協
議
等
を
進
め
て
い
き
た
い
。
移

転
後
は
店
舗
を
解
体
し
、
グ
ラ
ン
デ
ュ
オ
前

の
市
道
１
級
７
号
線
に
つ
い
て
は
早
期
整
備

に
努
め
、
歩
行
空
間
の
確
保
と
喫
煙
場
所
の

移
動
を
進
め
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問答

通学路等での交通事故防止策は
危険箇所の改善を検討したい

安東　太郎（安進会）

二
中
や
五
中
、
九
小
の
通
学
路
で

は
、
自
動
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

て
危
な
い
と
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
交

通
事
故
の
危
険
箇
所
の
再
確
認
や
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
の
見
直
し
を
行
い
、
通
学
路
の
総
点

検
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
内
に

危
険
箇
所
は
幾
つ
あ
る
の
か
、
こ
の
際
、
総

ざ
ら
い
し
て
、
一
つ
一
つ
対
応
し
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
べ
き
で
す
。
通
学

路
等
で
の
交
通
事
故
防
止
に
向
け
た
、
あ
ら

ゆ
る
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
通
学
路
の
危
険
箇
所

の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
小
学

校
で
は　

箇
所
を
超
え
る
、
中
学
校
で
も　

１００

３０

箇
所
を
超
え
る
危
険
箇
所
の
指
摘
が
教
員
や

保
護
者
、
地
域
の
方
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
警

視
庁
と
警
察
庁
の
所
管
と
な
る
た
め
、
立
川

警
察
署
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
危
険
箇
所
の

調
査
結
果
に
基
づ
き
、
学
校
、
保
護
者
及
び

警
察
と
連
携
し
、
改
善
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。 問答

釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
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１　

大
石　

ふ
み
お（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

①
「
街
づ
く
り
」
並
び
に
「
街
の
賑
わ
い
づ

く
り
」
へ
の
施
策
に
つ
い
て

　

②
防
災
対
策
に
つ
い
て

２　

伊
藤　

大
輔
（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

①
災
害
時
の
備
蓄
食
料
に
つ
い
て

　

②
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

３　

安
東　

太
郎
（
安
進
会
）

　

①
通
学
路
等
で
の
交
通
事
故
防
止
策
に
つ
い

て

　

②
竜
巻
等
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

　

③
モ
ノ
レ
ー
ル
下
活
用
支
援
に
つ
い
て

　

④
家
庭
ご
み
戸
別
収
集
・
有
料
化
に
対
す
る

市
民
の
声
に
つ
い
て

　

⑤
国
旗
・
市
旗
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

４　

中
島　

光
男
（
公
明
党
）

　

①
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

②
旧
多
摩
川
小
学
校
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

　

③
利
用
者
に
配
慮
し
た
公
共
施
設
と
す
る
た

め
に

　

④
潜
在
看
護
師
の
育
成
に
つ
い
て

　

⑤
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

５　

木
原　

宏
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

　

①
新
庁
舎
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

②
武
蔵
砂
川
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

　

③
市
民
と
の
協
働
に
つ
い
て

６　

中
山　

ひ
と
美
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

　

①
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

　

②
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

③
教
育
行
政
に
つ
い
て

７　

梅
田　

春
生
（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

①
立
川
崖
線
の
保
全
に
つ
い
て

　

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て

８　

小
川　

あ
き
こ（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

①
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

　

②
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

③
市
民
の
命
を
守
る
た
め
の
情
報
の
共
有
体

制
に
つ
い
て

９　

高
口　

靖
彦
（
公
明
党
）
★

　

①
電
子
行
政
・
電
子
社
会
に
つ
い
て

　

②
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の

推
進
に
つ
い
て

　

③
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
に
つ
い

て

　
　

太
田　

光
久
（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

１０
　

①
福
祉
政
策
の
充
実
に
つ
い
て

　

②
教
育
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

　

③
交
通
政
策
の
推
進
及
び
公
共
施
設
の
案
内

板
設
置
に
つ
い
て

　

④
公
共
施
設
の
配
置
に
つ
い
て

　
　

堀　

憲
一
（
公
明
党
）

１１
　

①
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

②
節
電
対
策
に
つ
い
て

　

③
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　

④
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

⑤
道
路
整
備
に
つ
い
て

　
　

浅
川　

修
一
（
日
本
共
産
党
）
★

１２
　

①
小
中
学
校
な
ど
公
共
施
設
の
建
て
替
え
や

大
規
模
改
修
等
に
つ
い
て

　

②
景
気
対
策
及
び
市
内
業
者
や
労
働
者
へ
の

支
援
等
に
つ
い
て

　

③
公
園
、
道
路
の
整
備
及
び
管
理
等
に
つ
い

て

　
　

山
本　

み
ち
よ
（
公
明
党
）
★

１３
　

①
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

　

②
立
川
市
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

③
清
掃
工
場
の
移
転
に
つ
い
て

　
　

福
島　

正
美
（
公
明
党
）
★

１４
　

①
障
害
児
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提

供
に
つ
い
て

　

②
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
適
確
な
就
労
促
進

に
つ
い
て

　

③
駅
周
辺
の
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

伊
藤　

幸
秀
（
公
明
党
）
★

１５
　

①
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
動
支
援
に
つ
い
て

　

②
小
児
救
急
医
療
体
制
の
確
立
に
つ
い
て

　

③
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

④
任
意
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

　
　

永
元　

須
摩
子
（
日
本
共
産
党
）

１６
　

①
高
齢
者
へ
の
施
策
に
つ
い
て

　

②
保
育
行
政
に
つ
い
て

　
　

古
屋　

直
彦
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）
★

１７
　

①
自
治
会
・
町
内
会
の
法
人
化
に
つ
い
て

　

②
中
里
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い
て

　

③
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
つ
い
て

　
　

須
崎　

八
朗
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）

１８
　

①
五
才
児
健
診
に
つ
い
て

　
　

堀
江　

重
宏
（
日
本
共
産
党
）

１９
　

①
羽
衣
町
や
立
川
駅
南
口
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

　

②
誰
で
も
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
介
護
保
険

制
度
に
つ
い
て

　
　

上
條　

彰
一
（
日
本
共
産
党
）
★

２０
　

①
家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て

　

②
地
区
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
拡

大
に
つ
い
て

　
　

稲
橋　

ゆ
み
子

２１
　
　
　
（
立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
★

　

①
災
害
時
等
に
お
け
る
飲
料
水
の
確
保
に
つ

い
て

　

②
外
国
人
と
の
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

　
　

清
水　

孝
治
（
た
ち
か
わ
自
民
党
）
★

２２
　

①
「
学
校
統
廃
合
」
を
例
に
公
共
施
設
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る

　
　

五
十
嵐　

け
ん
（
市
民
の
党
）
★

２３
　

①
拙
速
な
家
庭
ご
み
有
料
化
方
針
の
撤
回
を　
!!

　

②
原
発
再
稼
働
問
題
と
東
京
電
気
料
金
値
上

げ
と
東
京
電
力
へ
の
賠
償
請
求
に
つ
い
て

　

③
地
区
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

と
図
書
館
行
政
の
「
継
承
改
革
」
に
つ
い

て

　
　

大
沢　

豊
（
み
ど
り
立
川
）
★

２４
　

①
電
磁
波
問
題
と
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

　

②
子
ど
も
の
無
縁
社
会
に
つ
い
て

　

③
放
射
能
汚
染
の
影
響
調
査
に
つ
い
て

一般質一般質問問 要要旨旨

★…一問一答方式

市市政政のの
内内容容をを聞聞くく

○
議
長
、
副
議
長
及
び
監
査
委
員
は

一
般
質
問
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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通学路にガードレールを
各関係機関と検討したい

太田　光久（民主・市民フォーラム）

登
校
中
の
小
学
生
の
列
に
自
動
車

が
突
っ
込
む
交
通
事
故
が
連
続
し

て
発
生
し
て
お
り
、
登
下
校
の
安
全
確
保
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
原
因
の
半
分
以

上
は
わ
き
見
や
前
方
不
注
意
な
ど
の
安
全
運

転
義
務
違
反
で
す
。
加
害
者
に
対
す
る
罰
則

も
必
要
で
す
が
、
車
の
進
路
と
人
間
が
重
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現

状
で
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
し
か
な
い
と

思
い
ま
す
。
通
学
路
全
て
と
は
い
か
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
せ
め
て
危
険
と
思
わ
れ
る
箇

所
に
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
べ
き
で
す
。

毎
年
、
通
学
路
と
学
区
内
で
気
を

つ
け
た
方
が
よ
い
と
い
う
場
所
を

地
図
に
し
た
「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」
が
各
学

校
か
ら
提
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

通
学
路
の
把
握
を
し
て
い
ま
す
。
通
学
路
の

危
険
箇
所
は
現
在
集
計
中
で
す
が
、
小
学
校

で
は　

を
、
中
学
校
で
は　

を
超
え
る
危
険

１００

３０

箇
所
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
保
護
者
、
道

路
管
理
者
及
び
地
元
警
察
署
に
よ
る
合
同
点

検
の
実
施
と
、
各
関
係
機
関
と
の
調
整
の
中

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答

入札における市内業者の優先を
競争性と公正性を保つ
高口　靖彦（公明党）

現
在
、
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

に
お
い
て
、
予
定
価
格
が
１
億
５

千
万
円
未
満
は
対
象
業
者
が
市
内
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
１
回
目
の
入
札
が
不
調
の
場
合
、

２
回
目
の
入
札
で
い
き
な
り
市
外
の
業
者
が

入
っ
て
き
ま
す
。
１
回
目
は
市
内
業
者
が
何

ら
か
の
事
情
で
入
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

２
回
目
に
入
札
が
成
立
す
る
条
件
が
整
っ
た

な
ら
ば
、
市
内
業
者
を
優
先
す
る
べ
き
で
す
。

倒
産
す
る
業
者
も
多
い
中
、
市
内
業
者
へ
の

支
援
を
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
の
市
内

の
事
業
者
が
お
か
れ
て
い
る
状
況

は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
競
争
性
と
公
正
性

が
契
約
の
原
理
原
則
で
す
。
本
市
の
入
札
は

指
名
で
は
な
く
一
般
競
争
入
札
で
行
っ
て
い

ま
す
。
不
調
の
原
因
が
、
参
加
業
者
が
い
な

い
と
い
う
状
況
で
あ
れ
ば
、
要
件
を
拡
大
し

て
業
者
の
数
を
増
や
し
、
競
争
原
理
が
働
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
契
約
制
度
は
、

経
済
状
況
に
応
じ
て
と
い
う
要
素
も
含
め
て

十
分
考
え
、
よ
り
良
い
制
度
に
な
る
よ
う
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問答

第一中学校の建てかえは
保全計画に基づき実施予定
浅川　修一（日本共産党）

第
一
中
学
校
の
卒
業
式
、
入
学
式

に
出
席
を
し
ま
し
た
が
、
心
の
こ

も
っ
た
非
常
に
感
動
的
な
式
で
し
た
。
ぜ
ひ
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
良
い
環
境
で
充
実
し

た
中
学
校
生
活
を
過
ご
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
公
共
施
設
の
保
全
計
画
で
は

一
中
は
優
先
度
が
８
番
目
と
の
こ
と
で
す
が
、

当
面
５
年
間
は
大
規
模
改
修
が
行
わ
れ
ま
せ

ん
。
一
中
、
二
中
、
三
中
の
順
で
大
規
模
改

修
で
は
な
く
建
て
か
え
を
す
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
建
て
か
え
ま
で
は
何
も
行
わ
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

公
共
施
設
の
保
全
計
画
に
つ
い
て

は
、
今
議
会
の
所
管
委
員
会
で
報

告
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て

策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
保
全
計
画
の
素

案
で
は
当
面
５
年
間
で
の
大
規
模
改
修
の
予

定
に
一
中
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
５
年
以
上

先
、
今
後　

年
間
の
中
で
建
て
か
え
を
実
施

２０

し
、
そ
れ
ま
で
は
中
規
模
改
修
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
中
規
模
改
修
の
内
容
は
、
屋
上
、

外
壁
等
の
修
繕
や
設
備
の
更
新
な
ど
で
あ
り
、

施
設
の
機
能
維
持
の
た
め
に
必
要
な
修
繕
は

し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た
い
。

問答

武蔵砂川駅の駐輪場の整備を
駐輪場の確保に努める

堀　憲一（公明党）

武
蔵
砂
川
駅
の
南
側
に
は
第
一
駐

輪
場
と
第
二
駐
輪
場
が
あ
り
ま
す

が
、
空
き
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
満
杯
状
態

に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
自
転
車
の
駐

輪
は
増
え
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
対
応
と

し
て
北
側
に
も
駐
輪
場
を
設
け
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
第
二
駐
輪
場
か
ら
駅
に

向
か
う
場
合
、
第
一
駐
輪
場
と
第
二
駐
輪
場

と
の
間
に
通
路
が
な
い
た
め
、
車
道
を
通
る

人
が
多
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
駅
前
広

場
が
で
き
る
わ
け
で
す
か
ら
、
先
行
し
て
歩

道
を
作
れ
な
い
か
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

現
在
、
武
蔵
砂
川
駅
の
駅
前
広
場

の
用
地
買
収
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
基
盤
整
備
に
伴
い
、
沿
道
の

土
地
利
用
の
変
化
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
用

地
買
収
の
進
捗
状
況
や
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

進
捗
状
況
を
見
据
え
つ
つ
、
南
側
の
既
存
の

駐
輪
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
一
体
的
な
駐
輪

場
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。
南
側
の
駐

輪
場
と
駅
の
間
の
歩
行
者
の
安
全
性
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
駅
前
広
場
の
用
地
が
取
得
で

き
た
ら
、
そ
の
用
地
を
活
用
し
て
暫
定
的
に

で
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答

ファーマーズセンター内通路の開放を
従来どおり開放する

木原　宏（たちかわ自民党）

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
開
設
予

定
地
の
北
西
の
部
分
に
は
、
市
役

所
庁
舎
側
に
向
か
っ
て
歩
行
者
や
自
転
車
が

通
れ
る
通
路
が
あ
り
、
地
域
の
方
々
は
生
活

道
路
と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
通
路
が

利
用
で
き
な
い
と
、
国
営
公
園
北
通
り
に
出

る
場
合
は
、
だ
い
ぶ
遠
回
り
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

開
設
後
も
、
こ
こ
が
通
れ
る
よ
う
に
お
願
い

し
た
い
。
ま
た
、
開
設
後
は
人
の
往
来
も
増

え
る
こ
と
か
ら
、
通
路
の
横
に
あ
る
水
路
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

こ
の
通
路
は
、
認
定
外
道
路
の
位

置
付
け
と
な
っ
て
い
て
、
地
域
の

方
々
に
と
っ
て
、
生
活
上
欠
か
せ
な
い
道
路

と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
以
降
も
、
従
来
ど
お
り

　

時
間
開
放
す
る
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

２４水
路
に
つ
い
て
は
、
落
下
防
止
な
ど
の
安
全

対
策
に
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
基
本
設
計
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
施
設
整
備
面
と
運
営
面
双
方
か
ら
、

具
体
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
、
検
討
を
し
て

い
き
ま
す
。

問答

立川崖線の保全について
緑の保全と安全対策に取り組む
梅田　春生（民主・市民フォーラム）

立
川
崖
線
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に

保
全
し
て
い
く
の
か
計
画
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
方
か
ら
崖
線
が
崩

れ
て
き
て
い
る
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。
自
然

環
境
の
よ
い
崖
を
、
保
全
が
遅
れ
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
て
し
ま
う
の
は
、
他
市
に
申

し
訳
な
い
と
思
い
ま
す
。
土
の
う
袋
で
補
修

し
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
工
事
現
場
の
足
場
の

板
で
土
ど
め
を
し
て
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
市
道
を
挟
ん
で
民
家
が
建
っ
て
い
る
地

域
も
あ
り
ま
す
が
、
地
震
な
ど
の
災
害
が
起

き
た
ら
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

本
年
３
月
に
「
多
摩
川
由
来
の
崖

線
の
緑
を
保
全
す
る
協
議
会
」
が
、

立
川
崖
線
の
緑
を
保
全
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
本
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
市
民
と
の
連
携
に
よ

り
崖
線
の
緑
の
保
全
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

立
川
崖
線
の
、
市
が
買
い
取
り
保
全
を
す
る

場
所
に
つ
い
て
は
、
現
場
を
確
認
し
、
危
険

な
箇
所
は
土
が
崩
れ
な
い
よ
う
な
対
策
を
と

り
ま
す
。
私
有
地
の
危
険
な
箇
所
は
、
再
度

調
査
を
し
て
所
有
者
と
相
談
し
な
が
ら
、
安

全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問答

子どもたちに安全な通学路を
都へ強く要請したい

中山　ひと美（たちかわ自民党）

都
市
計
画
道
路
３
・
３
・　

号
線

３０

は
多
摩
地
域
に
お
い
て
優
先
的
に

整
備
す
べ
き
路
線
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
い
ま
だ
に
着
手
さ
れ
ず
、
子
ど

も
た
ち
が
学
校
に
通
う
の
に
は
危
険
で
狭
い

道
路
で
す
。
こ
の
道
路
は
、
曙
町
運
動
広
場

か
ら
自
衛
隊
に
か
け
て
急
に
狭
く
な
っ
て
い

る
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た

め
に
、
自
衛
隊
の
柵
の
中
を
通
学
路
に
す
る

と
か
、
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
を
し
て
通
学
路
を
確

保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

陸
上
自
衛
隊
西
側
の
歩
道
設
置
に

つ
い
て
は
、
過
去
に
暫
定
利
用
と

い
う
こ
と
で
協
力
要
請
を
行
っ
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
都
と
の
協
議
の
中
で
、
暫
定

整
備
で
あ
っ
て
も
道
路
区
域
に
編
入
す
る
こ

と
が
前
提
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ま
ず

は
都
市
計
画
事
業
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
早
期
整
備
に
向
け
、
引

き
続
き
都
へ
強
く
要
請
し
て
い
き
、
着
手
す

る
方
向
性
が
出
て
き
た
ら
、
現
状
の
中
で
ど

の
よ
う
な
方
法
で
あ
れ
ば
先
行
整
備
が
可
能

で
あ
る
の
か
を
考
え
た
い
。

問答

見守りのための情報共有を
見守りシステムを構築したい

小川　あきこ（民主・市民フォーラム）

本
市
で
は
、
虐
待
防
止
の
た
め
の

子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
よ
り
見

守
り
の
目
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
が
、
悲
し

い
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
現
状
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
問
題
点
を
分
析
し
た
上
で
横
断

的
な
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
早
期
に
構
築

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
職
員
全
員
の

意
識
改
革
及
び
現
在
あ
る
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
今
後
命
を
守

る
た
め
の
総
合
方
針
も
、
検
討
し
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
民
の
命
を
守
る
見
守
り
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
で
あ
っ
た
り
、
高

齢
者
で
あ
っ
た
り
と
縦
割
り
の
意
味
合
い
が

強
か
っ
た
の
で
す
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

的
な
情
報
共
有
の
場
を
作
る
必
要
が
あ
り
、

庁
内
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
課
題
が
複

合
す
る
ケ
ー
ス
や
従
来
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、
総
合
的
な
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の

中
で
検
討
し
ま
す
。
庁
内
で
の
意
識
改
革
は

も
と
よ
り
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
つ
く
る
な

ど
し
て
、
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問答

　市議会では、視覚障害者のためにＣＤ
（デイジー規格）及びカセットテープ版「声の議
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声の議会報を聞きませんか？

湧水と立川崖線 大切な通り道


